



経済研究所 / Institute of Developing














I 引l同機銃 l 【；f画作1てド続
Il ol I酉概 ＇｝
班経済計附
IV i'：；与の計 f1:.＇.管 l'f
V 1958～59/j'-の改革



































































C住 1〕 石川滋『中間の資本；華客f!機構』， 約波；号店，
19（ゆ年。 Dwight Peγkins, !¥Jar，是et Cont, ol and 
Planning in Co抑制unist China, Harvard Univ. 

















































































































































































































































































































































































































































付.？H-:Jf;5;¥lifiをIf;/Jくノ〉 υ ；干官I¥, ？千1}
地 ｝j政／（fI.つ＿：I」IJげ（l'JHJ十雲e)F0司L}J，》｝λど／レな 1,1／）で 1' 〉
／〉カ込（上｝左り LfよL、／；.～ 〆多＜ fよ；｛1＼百；i礼・1l1ifi巳lllvlt屋
!'.1{ z己↓去による U~II で、 依然と I. C H'l iH't cl) I；うで
ふノ，：， I I ，.ヘ





円上ぐI/( 7Ji1:：を •Jcil く指 l11J して L 、 fニ二とい 1: L かで
ある川町. Et57年末に：tI二上：lつによ／辻い
う丈i扶があ乙。 そC'J}J};'}, ；＼二下一」｜：！の；王／い，
「(Ji白案；lfil!J」というのを｜：恨ずる J二L うが、 その
｜人j容と行なJ〉れたえ［~ ［用はあきら品、ご －：，、い1'ぃ【）0 
19弱年以後i上 I三卜 上」に統ーされ口、己ょう
である J 1 cr;:-i {Fiこた'i'/).j¥f,ft)jが正，＇j；~µ］をみ 1.t, i L.か
らJjりてき t:,;l・1:t日lh¥:7ぷ -t：こじ.kW'.vi,;t,;(;il：こん bft 
,・JI Lると， 疋fニt，に後jj；二しっとんで LEうj般
に、 ヒ小：J .j；ん、三 ,JI;, Ii充fl]!J数字j士やめVLて
「‘l二一下｜にせよれ、う主張がi：勺，－ われた1.I Lli O 
f二己主隙；二JtU旧＝れなか）〉た。
ιE際l二l土、 u上：の工うな三f二抗上の原WJ；：もカ‘治、
JJら寸， 中央：－＇） ,iれ1:におL、て V’川、企業の，；｛ 1Bj
にお！ィ、ても， cb,1 , I j1li：土楽度もの変反を;i＇；段なく 3
れていたようである。




J]のこととi',三：.u 1 i刀にrtJ1l1i五・，：X C') fl' /1丸山t仁 J.
り，それか l".1lされるのはい十店1j!f-）主VJ、ぺ亡カるん，
はやくて；i～ 4)l、 )jそ，、j持合i土G～7）］ のこと
である。 し／い t,,Hbi frt以後，係々の応iむの放に
L it L ,J修正が）JI；.－：＿ 人れる それでホなお／ト
J 》i年11不Jr:-c' 大W，どを l・分に討論に参加させるこ
土点、できたか.'l二，1:＇、う／
, ) ，，、で／ながら， ,i\·]1凶作日比とその下jyん： ~3 く .l t ;:,
二Iコ(})J1J!j]Ji ）：）~~むつもつ特殊性にあるとしウ。す
よtわに，：主主乙1>c'icわるヴ l 1 I、がi:Tいのであるが，
そのl¥Ytを，＜＇； hい＼＇iJlj］十るのが！｝～10)1，しかも，：l・tli
はそれをもとにして｛lri止さ jLるか （， であるという
〈ιi2) ；，＼；市「品ネ，1？［守党剖l.'!t，区立lJI位、主Hfi事務
(1’j f~' ，；：い； iH'i I) j，『人I·~ 1 "/JU , 1 955守6IJ 6111:JU' 
「t1, 1,1，づUE.ltl.,¥i旦一j戸泣く； f1.!'?;j ；~＇Jf,(I j件（！＇J/J• ,a¥ I, 『官t
lj j吠J, 1什51'.f 10＇！。
(,I.：；）干 i,/:i_, I『At'iフ？牝1兵，：，－，；＇i
i' Il i〆べプふ・，，・；：寸jjノ，： .• 19ら711仁；Jし、7，令｜に f
Y いれ li J 1f(cでWU，ノ 1人， IJ昨 JルlUJ: l:l＇！ら／，.，＇，め j:] 
I＇，、 ' •• （むも’ir ［！そJ／／ごと；•，＇＿＿；＇，J：重｝） ff） 科l;'i'., l:'1[1＇ム人 i己
！、 111!・'U.1f_;,:-H,i 6』）。
(,i 4）こ Z,( （！、：Jl:ih' ＇三， L、J ii;¥:!, ｝；が J < ( -
' j Ji、＇， r,1. !l:il f'; I j)//1._i:,r.u,{Iで了、 lf-;i/fJ,1'.'~i1l1,I[ 
:,!, 1.'{ {:,:;41・，’J J:i¥ lパ f.!Ji.代中i！，労働i/i主J，；ト’＂占
ィI, Ii({ f;•:18 ＇！。
( ら） ' lり5fi;I・ CJ I) '.1 i I 1 ! 'Jモペ全チ、ゴ、lごLi＇；：，千
’1 ;f( ;: ;', I，『jlj中T[j一「1J', 1956'1, 21：；。
( ii) （、hobmi口紅 Li. 77,e Stati.stical System 
of Co1111111111ist China, C：九lifornia, 1%2. (i)iJl!l)f':¥ 
,;!'. t・,1,1-q J、統tI 村正t',;.I', プノ γ 仔I斤！if叱＂＇i, 1%,iq:) 
C 7) ’J守i、，＇／.＇ガFr・,r i汀山i1li't・づ；，,.J：サ，IJ乃コ，？ ,_;7 
iJ＇均的f"i，し＂＇， ]91iら｛lo '.:!!,'},: 17,c C・urnリ，ア and
1ぐ；，wm・ialSystem of A1ainlaml C・hinuu ！タイ lλ
' <~ )'c.,/i,Jd:1%,;11 IこアシアIf：，右Ii［ヲL；円から， ;'- , 
,・ J三 Jp;-¥ :niversityのf¥¥'ashiHgto口， SeattleかJ》
」＇ ; 'd] ：芦 Iうjiふ。
(: i 8) こ＇） j －－川ては ｛）＇..！）ー；！：に，；Hrnt；検討がら
iノラ ,j、うた 4そjI (, '. （＇， うJこん品、大） ＇、。 1',:'lf文明
['Ii jl ,r' ('riv[’九Ji, l!IJ｛二，＇ u;, 1,'{fi;,7:10 Yuan Ii ¥¥"u, 
'171・ l火山1()/)/y （ヅ Co11/l111111ist China: 1¥1 Int, o 
duction, New York, lYtiら
(. ! 9) I人I,:・r liJ J, 1952 :1, 166ベーンコ
c, JO) ,1 (,'11iJど to ,V，ピw China, ;j仁；， .外文





（注11〕 「I＇禁人民共和 Ii パ；＇!Jf,;f・μHj委r,_;, ・1° i I作
条例J，「J見通；編2』。
(i!12）『人L('.I I報』， 1954午llfJ2110
( i13) 依l好文与l, 1fJ燭針。『人J(I減』， 19/il午1
n :-n日f li'J m誌編 7.I], 61ベージ。［，，］ 8‘ 95ペーン。
(itl t〕九1二『人1t-r，【［仁
(/U:i) .-'l.,clrey Donnit¥wrne, ＇℃hinハー iλnnomic 
Pl日nningand Industry”， The China Quarterly, 
Jan.-Mar. 1964. 
（注lバ） f; ~（然「関V ?, ，.，，；闘機倒的乙r,n: i:. 1・f下J,
『討両れ，;c, J, 1955'!' 6 , _ , 
（注17) i,' 1勲「関上、.＇ " I 1，，，.委只万的 l・::L，刊織布i
工作」，『，il'rilri経済』， 1955"V-10月。
c ri:ls) 防）J勲「加治利JL次j任以絞＂ I1Lj悩！WI'ドJi・作」，
n1rrrn，ι， [.I, 1956年2'j 。
（／主1：リ：， I滋， rliJ-i, , 
(/120〕 h rl:-丸'127条い1,1.1己始前川plrj：土，itIN人民代ぷ
j、:2，が批准rると切lt氾空れてし、る。しかしゾ～：ti':i .: i' 
r，~務院が fr iJってい乙上うである o T: Ji: i/'i, 1／制j；：こ
は 5カ！ I ,1: i人l(fl: ' ト三 r1比高tI, I ,J, (.J: iJ4 
務院地： 1; •. rJなうと．：
（注21）行 Il滋， rliJJtj占。
Ci上22) 必；亡翠「』同）I＼企m経済，；l・1tri1YJ制御 1・れl‘
『新車：: lit' 1950 ,111 ＇号、 1門， 'i" !1司i1l ., ,u I _, _I t日佐々
~hliit _,・.1川 l:r反；l1:1j( i ，しj・, )) JI・ 1山，jc-人・＇ ' } :.t a、
くら晶 . ,_ ;J1 た＇f，品：~ ;, .・, / I とい 7。 )'. ；.九ト~lxl ／~
1951'ド1,4悦］～ ；／！生成＇lL没的決定J，『J行取 J悦』， 1%1
,rs n〕。
(iJ:2.',) :, 1宇齢「対，；.t以 J'I三度，J1il1lr1'1Ji' i' I ,Iij支羽i
方法院 Jヒ.，！ ',i,J, [',;t・Jilif ,j ,I 1957"1' 7 : i、




（注＇.，；li) i l告齢， iJliJL'.<, zo 
（注27) 「！＇z1主動F制il,IJ1958 fj' :fl・ pliJ, U' ,; l [ifrj粁前』，
1957 ;I'・ 7 )~ a 
（注28〕 l:＇：号室齢， 前悩l論文c



























































































第 l次 5カ年計画3. ~1L 
：お li欠5カ年計画はその第 3,fド周知lのように，の，；＇,t,1：に役fった。




























民代京大会を通過して正式にできあがった。た。 195'.l 年に「比較的主どまった ~d [il!Jがれ了成さ
された0 1951{1之の；¥I'jl!jもl();iス＂fの正式に7.1‘ 
ごの t,f~if.Cl) i[:ll[,f¥ [il! 
［不全面，
計［1珂ど本質的に異ならなL、。
そのi；号し‘くたびか1m充または修正され、 1955;l, )f瓦it相、1ラフ f；、ものであ lたらしLら
という年 :2J- ,c.' ーはじめて編成を完了した」「そのうち不七両がト与をた欠不f?tl'.1-tlで、i主（散，
c;、3日J
0 との計両には非ti：会主点」であった Eいう （，川）。
品I-雨i作成がこのようにおくれたことの理山が間台七；／lごいる場義叩門；士T;r主上｛；：れておらず，
「資源；／，＇，J査が1，，］李記長報告によると，誌となる。(j＇で 1,;J-岡実現のための監粁と具体的J昔院はなさ
統計資料も少なく，各種経済成分が並存欠乏 L'このi出j年刊誌ムplijiこ，_t• ） ご
店1,lijの大わ〈はできふがり，

















































































点、にある。（tI経済建設がスピードアソゾ，＇－（ ;j L, ,fl・ 
i可ぴJr1菜を次守にひきあげねばならなくな ＇） たこ
ど。 i2)1：二重i帳簿ヰステム jが採用され L第＼＇I邸宅三
人l（代交た会にtiL、て孔認させるよう
L 1ミ［公式；＿，｝JI二J3L、ぐ．に司f;JミLていた（，！ ¥'. ', 
十HI〆写






＞~：内，＼＋ 1ilif ど JUrJiJ3 .l；び企業の社両との［lUiJ）斉合性
がたわれk。（3）汁jj(改訂の過程で，，：，＇t111央がみヂ
！！（｛），計1封／がヲ：：＇ソ L-・・cのようにふくれあがって，ヨミl↑！人民1I~去、大会に JY，、cIr tい：， J：でし: t fムL、。
0司、 i
il v、。
レノても ;i[·[Ilii(t~）ilえ 2' l,t; ' :1 1り57(1：」ミ！ ~ ，、J
それをl'H産公表するようになから Ii擦を，it,t:L,かもその1-!y，お 1；こ S :;,f;i十！日付＞＇／.［械がlり1；：，刀、にで
f 、十字”）。,_ 11 :JI；八全大会で；｝：芯された指標は？？る；.＇.J：工
8 Jj(..::.& I'.6'.Jil'-J主計！而iρ‘：1，可f.,1 )l iこ公布主jt, それ主でに t)J;('Jiさ干の作IL：ぺ必要と t;-, fこr'Iけてら
この計阿l士,fl --~ ;j lノたことは！可欠刊のどうりである。1J1 ,i-::tそれにに '.t-JLC ~ぷを 11／~えるもじりがあり，
日以来fl;むという；析しい方ftによっ CWrix: さ ~'lた0, ! 2’、一けしご正式にこ J三えたければfい〉大＇；，
とい ，・） ，＼ざ、iサ；でu1il¥Jli'ぬなものであった（沼vWi参照九:i ;1「：ごと lt ; f'I iり；‘ }l'.J8ij＇ゐ7J](:rt、141芋




·~- }l It Jl突の変化一ーヂれはほど Aノ＇：！
何flIJ向ぎゾ，l",e(,T士要求ずおーーに）；＼、つくこ τ
') ，；：，るが‘
首「：ゴ；）： 5りi,J1!i1i(j l,¥i,CI 1 !,j1.，、 1L 、 ., 
1, ;j ~＼.＇.後、 l ＂トニ it それがUi'k性乞尖 ＇） たことは
, 
主） /J,' -J),t '_clγ守れて L、三〉て悦i1さ,j! ,1・こと，＂；よ；上 Lにこ
ん2,・ 1＇，，ん，・，ぐ，わる。レr アムr川 ! , J ，－.】
]'.}!ili¥'・l ）！のrjlJ.:九中全会i政車内転換をごうた（日Il 'JSCJ｛トパ ljにイi民『 1丸 n:r号、 i'/1',/tについど
このときノ：＂＇，i；正予p ごL、ィ：〉。
> C 、]%'.!ffγ， n 1：町！（う：？と友三，J)_ :':o ：力、Lj,;J 
内容は公表＂＇ ll内 H,fl目標を：悦告したというが，Til日ど；！川とにつ！、てそれをj土r&.L、trfi'1；う、時ifI, , 
，／；ご＇ ¥,;J ;l二l'.2)1，党はその幹郊に「I企業70条j1，.点、とL、うこ土！とf仁〉三「SI~ ；＇）込？？一戸；‘ノ：） 1 て L 、もう
日体的f之内平手をモたえたものであった。 19臼年九
月三711i}）七il人iモ代表大会における周恩来報 t1r
I f i ilI'.;経済Jλ刈焦土，1;IT! i}）川県題j1,1.1山はそれJ-d1l1
4夜化！？←tのでJりんご’ o
円以l{f ': (i'.2＞下の1：王；j寺活動がHf本（t'Jな，if・1l1jにも L
,5，、Ef二rtu,,itよこかどうかは））かり iこく 1，、。 1%'.2
年三～ 1Jj ＇｝）七回人民代長大会における ），＇よ巴来幸fl
;1;1t I l同日1c:.cηimi'.:経｛九；），＇；]'f~ Cf 1の iι.r(ffHち！と




(6, lii() tf. :i Jj喝
の大R:lJ1tu1
阿（＇） iを3'f'Ul出光計rnj草案を f1ご！｝史しつつあっ j:-_I 
手.11t的これは公夫さ，れなか，／：てが，どL、ら （， 1,,. 
























の主主にた ・J・c I；、るが， Yzl託の再！？？：とれiまって，
5'干の｜析片的な戸ータが入二予できること王なっ
たっ 1明日午の「計！日i［草案と！主！家予惇の初歩的段ど
I) J はすでご 1cJG4年末の全国人民代京大会に才jい
て；・i日月され／るまでにたった，；U9¥
19fiG午以後円年rit~：ト 1rf1T1士治 3 次 5 か年五h1l1jにも
とJ 九、て作＇ J立されたにちと，・：＼、ない。 そLてその計
[ilj i士十／こ亡く IJ カ〉げ.ii成 ~htことし、う〔 f
'.1 :1次ろと1年,jf-T1i¥lt1%fi｛ドよりはじ玄ったとい
月九、日二耳u次日カ斗＇.；；七 1:jがず主上｛{Eしなか－' 





〔：；m) 蛇，＇， 'tr 1・ I・ j~ ;f: 1. J、之さよ；tr 1, i'"J s1亡吠！？ ¥,1 
,n.] , !ft：け［）.Iけらリ’lL¥ ：；守 1)i.flf,fT.fil ; <: ご1948'1bγ そ
, 了;,r ,: il' c': 0 1ドYr, I 1 iJ ~- i1: ，λI :. ・'., '・, 'i., 
f,J 'I 8～ 9 IJ，三 ，J;! ル一
J
じ
' I . ,•:f, Il' I '1'・' , , ,f[I. －（「iI' I ¥1「、 i'.;iil:HH,
11 I J I fi I ) , 
<_,: :¥1) A, ,:・1-1 1・,,JH似1(1: ,n 1 5 ピ，－ ,j ,i ,, 1!1 (1’・＇ fl 
Il', I; Iド.／，＇ψ 社l, l＇）ふo; IO}l 0 
(, 1 :t.l) I 'r ;j: l':.r ! l'i < , r:• I. で！ v:・ ., 「，： •·. 十世，＇
l叫:j（） 九 10
(, :to) I月 i1or;.[1/j;(1951 :I [•],I! '/'J,;/iど／Hi1J;'I、
>i:J. T ;'Ii＇い：1~U, 19:il f【：，＇
( t:1,1〕［ -; ｝］ 克 1/.,i,r f：トfι炉、J'・ J, f, I 1¥ tr 1!'r J, 
l'lci:','i 4 fj c 
( U!'i) 「lJUI :c ；，’七日J人［よ（に｝： ）：、人、こυ：？乙十 1¥
126 
ス将｛＇！ J, I" Al( 1 fl』， l955l7J 8 I。
〔iL:lβ〉 亡，－p古文ワJ['1'1Jlff;i';li)f'1U, !IJ；ヲ：，＇；）万， n/{f1 
λ7，.。
(,':17) 「人：C1 ifU 1956'1 9「11711η
( ! ：；再〉『人 J•:. 1 l'J.1, 195βii 9 11291 lη
((':19下 [r,.l1iT・itf/,'ili, 1957'1''.l IJ" 
(,: 40) 「全i1IT,;s八全よ、九にJ;iうる字f;-r;c fえれ今＼
r人1,:! ！日i』， 19;,7'1-]2)! 8 lie 
(, i 11) 『,1'"1主 i/rム 1%fi;I 10）！ ι1if1 ~\lC; Ii[, J tぺ命
党。
(;'142）『，:If1l'd, 19"持，18 J 。
(;'4:1）「 2!i 2 次ノ「 r，，人 1 ，~ ft J川、；，にわけ ζ3苧 1:¥
{i ti'.', I, T 人Ji',I llU, 1960;1: :l J :-H ! I。
V41）「 I'!JI 5 ；，：テiI：人）＼：代丈夫 会に.！； 1iらtリ1
1W r,'.1i j，『月比 i'ij IJ.l、I斗s:rsノ；。
〔iI 45) 了人J，」 I: liU, I9fi()ij' 1 1]2:ol、。
(,L 4ι） 『人l';I 1~lP, 1%予三；I:4 I] 17110 
（【i47) Li°.¥l己ii r.U, 191;2:1: 4 !I 171：。
（じ~）『人 1',:ll';U, 196:lイI7 JI:; 1, l••ll%:,:1-7 
けら「I, I可19/i:l;I 7ノ， 9 I l。
(; ,j()) [ :; 'ilj 1 i'：土：li人f(f(,!;）.； 了、における／，＇； j＼月
十：w:',1, r人J(I! ｛十，； I', ]%,1>[12}]:11110 
C ・，ら（））「人i・: 1 YiU, l《%（；＇.， 12 i::n Ii 0 
〔： 51）「Ii!.',J ,1; :K rn '.~ I, U' 人 J1~ I! MJ, 1%4'.! 12;) 
:n 1。






ふ， そ，J）はたす役＇，！； 1jf立大きし、。それ故に、 f[kj民
収入j；二；3けるじピミ正貯苔のiヒニキミ；ょ事f(ijにきめら
れ，生た消費U-Hil;i格it安定的となる。
11·'1 司の経済，：＼＂ 11~1 の第 2 の特徴はそれが！平衡法 i
仁上十て作成され， 計画は多数の「平衡表jより
tiることである。 各平衡去によって示される部分
的需給パランスは多数の平衡表の体系によ d 》て 1)
1967120129.TIF
必要，；＼介、らはじ主る各陣労自主）J{J同会，ilHlifがあ f)'，（手；J干の？千台陀を｛来志！ふ－－ ＇しとたる。乙J ケ主jt、
これをもとに！日JとL〆ど 0-/HlF1Jの；t}'id: ,j 1i1l1jがあるの可戸内1idミ；ご上 〉て（'Iゴ！＆きオ1る：J-i!IJi,Jォ、然出jに01'.＼主主了











そしりιでi-l:上 ljf:λ ／ }j ;:1、／三、I,I日J1戸、ー， Jι －J ’＂＇ ct'γ 
之， i'，~人司王 ii', えが巾｜｜にL＼、て if!l ,': .I 1 Ii仁Jんた＼，
1.、九三どをノi-:I i~z1宍： E 全だ ic L、。




L~1立平後rlぷこっし、亡の／.l.1i~／［天の説明はよ;1：；こ，子 IirtrIT のど「ヴJill~J] 'lえ（｛1.;[I ：三 '.1 5｝千百寸むつ
おりで士、る c 「財政面十両jカ易jL i土lj包J,r;i'r1で，:i）る。すなわん，
を次の t九｛にわける。（1)f千生腹部門の財務収支，J・！：／；ては右》る一一ごhitふるJ生( 1）物吋平行；；ぇ
(3! Lrg ~：；：銀行信貸託匝11.fU現金，n-pli, :2J I' l家じ持、どft',t；，のw門生円r判EJ'.f?j形式でふムわじた
以上である。資金11, (,1) Lil民総什［l),止女収支，J-1ti,,1-w、給与了それぞ十f[_j）ち、~lJl:I悶（手、で ）·， 乙。
,j-u!Jiにっし、ては後述する ξころでふる。れその）.j:j,;fjljに手1]'-J'.'Lて両fのft｝卜が十字し＜ tよる
物資分配計Im2_ ？干H(工うにしたベご子ンス・ Lートの A ぼである q
中IFIU）物資分配，H-Jrliが実際iこどの上三、二一ごit、寸＼二て物＇； 'f,不得；えをfT]い守て；1f物のメr-.il'C,l-1rniには，
うにfi力、A,,ht~ β、企 1非ぞ：〉 ηるυ 中央l汁；而［で；tm更々：！者物についての入行な行
:7上会物資資源分限平i負Jf2Jに
も1-:-:, ＼－、て行なわれる； I・資源jを係成するものは
期初一ζ トック， It!内生；色輸入であり，「分配j を
fi¥'!rA: t-i;iものは社会小完HfiM，供給11Hfl~量，工業用，
戸内1i'分配；i十i1li1/l:人川合





を；：fTIをl'f.t'.I: 三lr 1-trm民収入j!2）貨幣 •fHr\j :,¥ 


















三回十之〉点，1)I .tfyr; Iモ貨幣l'Z支'l'-fifi7H, Ii家了り
J］家m行貸付；;i]i町、 tこ .ff~IIJj 十ることは存おで六、い。[F）京；1ddl¥i(fl：日fl可財ri;，；卜（iラ





































































,11流転，fti煽」とにわかれる。 じて， lf花工業？ 農業生子治主生みだした貨幣資会を重
工業部門に再分配するわけである。1958 ifの改革以前においては商業庁間lの作成と
長行は主に商品別の かっ中央のコントロドノレを経済ω能率を保ち，「専業公司」に土って行なわ










































































































































以下のごとくであるο1%0年何 W'fo), 1953年 l95
印刷， 1955年 498Ci.t69〕， 1956年402＜印刷， 1957年
729印刷：＇， 1958年以後減少（／！71リワまた常1,k日カ
年計I聞に規定された品目数は 46種であり， 1959年


























































































































































































































































































































































潤，： -:_) I＿に税 i｝~ _fJIJわ斗 1 という ！~で持出される。こ
こ仁L、うコストお上び利潤；t個}jlj{i':慢のそれでは
なくて，各廃業部門の加重平均のそれである (rl:72）。

























































































































〈注70) 顧［；t新「 j年来工業建設j十周（I'）発展j, in十
幽与統nu,1959年131手。















l''•JtJ れ！ IIJ, J',i酒経川J], 1955'4'-1 )J。
(il77) 応紀子L，宗時，前掲論文。
く1.71り Yuan-Iiはu,The Econοmy oj Conzmu-




























け， 戸｜衡手；i編成うれた.，，初，：：とんし子ベご 7 ン
パランスであり，かつ一般にはみな需要が資源より大









（注ι1j) 長【・，，，＝：「7士々物日分配体制i的－＇＜ f.J, LH由1
経済』， 19581¥lOrl。
（注目j l託、し方 i山l業計山表格J，『計flqf壬済.J,1957 
4ド2J 0 
（注:'iK) こフに合：れな Ll ものに，（1門ーピヘ乃み
提供し，貨幣授受はあるが商品交換のないもの， （2)j'i.;







（注ω） 「j1'一民「il'j耳元 1956年F除資供之、工、f'1 I 1方教
訓IJ,『員十回経l1r』， 1957年 2Jj。
（注目l) ドノ＇t 1J; _,j；地元計画是丈現主主 1）第ーかi五年
計画的重要 A 球」，『計画経済』， 1955i!'-10月。
(i:l:liコ） 闘；＇，：， l≪J I論文。
u上63) 『人民 LJ報』， 1955年3月2日。
（注刈） 桝； }c，自iJti 論文•；
〔注65) ,:i u泌がより「脳機的」であればあるはどよ



















長か久v· ， その下め古！I門の寅｛工占はi([,i~主任が f~＼＂，
以i二ノ十二端、I） 「生産ノi、低j （＇）責任は組長ぷ負う〈二 h、
うように3 企立を1;成 Jる各：riの生産lえ域が必ず
一人の寅仕者によって，指導されてし・る制度でめ




































































































































































































( ([ HO) 
石川滋，前掲室。
これにつレ F は小1lif¥ti_ I二氏山研究が _h')' 
Ⅴ　1958～59年の改革
1967120139.TIF
I之i,",:lレ： l'l , , ＇〆 υ1,J'•パ 1 ぞ J イ， l≫],I', 
jlJIJ j l 、， ; , ' ＇，ー
プ lij,1I i い「，j,i',I '; I l_'，‘ 1Jij j心,r:
( I KJ) :;[, ,j、｜「 r'.Jn'」 1.,1,fvり・i-,:t ', I, f,'J、1:J,;,j↓i 
Ii I J / >'I~: YI ,'! ! /, :i三:f '! 1 (:'er li I ",_:.; ! J、；1,11 ，，~ I, 
I ~I. ＇；：ふ 1%'.:'.•i 2 :;; 
l S:! ) 1 I 1 [ l、Ii,
「日＼＼ ,' I . '.JI', 1,1,1;,I：コ
定 I(19:iがi川 J9 1）お上び！中共中央， IN務院関於






V 195バ～591cドの：＇.（ .'1,: (a) これに上って，中央がi直接管理しているjf:
のあるものを色＼向治医，直結市の管理に移し，
川崎午のイド店旧民；世流；JJ起は新しL、わ誌によ〆ノ 地 ］j：企業t-J－る。 T般される企業の範回は1）.くのご
て作成される二ととた J たりそれにlfJlて誌もふ； とくである。すなわち，軽工業部と食品工業部系
吾な要素J士、それ kでer〕：＼il1'J7Jljにつみふlf ムi1 ／ニ 統の企業の大部分，紡織工業の大部分 CMJJJ一部分
i；「刊の体系 ！条 hi'rワ，il・!Dli どい ，－） -vl iLつも
に， 二U叶1，＇仁り山 j戎：1JI]J) ・，、Jぺ：仏＇U,I）ぃipl1j 




て「陸相：LIJ」 l汁仁！／こι しかιそここは主体とか 細，大経~所，石油採捌精製企業，大型および、祐
三j,の；工後 ti' J ぷ 1パ｝地域別v'>,;j 1il:であ ，t山 市機同TJ｛｝，屯機， ，i十iWJ器工場，：ij,＇事工業，その
こ；／l :t, ,;_. Ji 1'1ijif二、－1・/; ,/) t) 1げら付与にJ；ける7；’fl! 他J)-l支料、jーの惚維なもの 在除くもの，建築工業
｛判1］のはよ下を！＇1i出ど t・,: tのごうy- ！こr 行、むし 山士主主部分、森林工業部系企業の大部分，交通部
ん、前7「にHJIJ~.II ／ご新 L L、：；，；－；辺ij;ijiJ；＇おI1._ ＇，、抗 告：Jljの～ifl¥J）港湾.ts上び企業，以上である。以後
；市l1Jli (/) ＞スチムそ安ぶしたといヲ J ごうとふ 7, も中央f日I＼の弘二均l(こしたがう企業も， 上~I 央左地力
う。しにがって 4'.Ji/iJ）紅白土， i山花－qi二実！んよされ の r:i主協導！をう rt,:0 
た1-；占.f一t;i
L、経i斉，,I今j1uに｜弘jす→と与二ごjtにうIかjlζ＞ n のうじ Kt1Hよ中央政府の所得となるが， 成る 2手；1]
l. 管理権の l下放」 : t地j王政府へ留めおかれ， I也万財政のtj1にくみこ
新L＇、if｛＇！体： urJ6二規定した基本的文献は 19忌＇ I° まれζ）" 
11 J J Ed~ i二 ら発l'tiされた i火山Jつのは見
定」でんっ一ご， そjLじノit＇，、j,f Lも泣けらがドルるじ〉’
)iむ；主 { Lるよう姿；｝＜：し； L、よこO
「1i1g1;,;c1目b日U庄」：：t¥'H主体；IWlJ:¥i.定J







F は；tJ!.!:'i苦悩， i絞級以上の；I}'¥1, I主産能力，主主築安装r
この三つのm定を十点止すふも Lりとして次山一文 {1／，：）ν 














司の）f{i止と抱 ｝j1苛業機！常 L行政機溶，／）＂・ 1溜と［て♂）) 
のぷ［えである＇ I刑｝。若f二えわしくし、えば， そ;Jr.／：主
次のとおりである。すなわち， （，） 地方は商業行政





























































;¥:,1'{f1fti，二；士をの上 7む r」三本；Il;. ', '" 




















































































































l 9;iK /i ・ (; J J l:, I Iまでにrp央；千 T.'t('.il耐えの企：／＇
.Li上び'l'X、i削げ）メ（）＇ル 1959年の経済；；十両において‘地域,l¥1函を主休止
本1衰の日的はその
i付字Fをあきムかにすることにある c ところで， 1958
年の改革は物資分配機構に最大な変化をもたムし
・？・る f複線；fliJが採用された。もっ土も三 7.l1土企業数で
fトit二jl t 「C,:, :'7 . 
1吋F 斗 . h J, Jムー I. 、～ ' 
1－イー）／） ミイ l／ーと＇，、 ・1
ふ「j jわした ι のであ•）て，
特に mrt:1ごっL、りはる h、；二（氏 j、 lたであんうり
物資分配μ！闘のf'tcr友と管理の方法もそれにしf-J」 J投資i白土にむけ己，Ji央と世子L. ,_, てそjl Jドトえる h
それ故にここたがマ）て ！1•わらざるをえなかった。I ();iK{j'が77.7 '.{,t三三：f:r~'' l, l !Wil ,;Iゐ地方，1)1七、；、：l土ヲ
ではそれを 1，独立の問題としてとりあげる。
¥I）夜線信lj
J也｝j（二f民主れて;) :57. :i <・l-1ゴ7：＇切に J二し、う工うに，
江11¥1foiと山tiHofで の諸論文にrn it; rn 9:1, 1iTヂ立（げ仁，王桂五（/19',)'二こ C:¥;Jiごあさんかにしご
t袋線市！J土は以下のようなものであった。よると，シス子 J、の＇）＼ fq1械が地｝jヘレーノ 芯• I ，トイ J 、＇. 寸、－ 二 I~ 












にh ’ーし的車1i；，差，flri11の作f1)(t土不可risとた r ノて L、た。
ヤオコばたてわりの口十i肉！であった。L二分割主れた，れに土Jする党の有効なコントリー；：..も不≫Hiちであ
iオ家例をとってみよう。第 i節iで、のべたように，二二に.LL、ど権限の下肢と党i首導の強.. 寸ん " _,-
di Hui委員会または出家経済委員会はその中にいくそのことi土J958{j（こ｛ヒ／，＇.行ん ;fdLるのであるが，
ここで~Jf!l さ hつかの寺ドrJの部局をもっている。むけるあl.;,i丘泊i去の混乱と問fしごヤ石。





Ji./d本に（fJ .：，社1¥'. 'f~： fli を Mui 二したのでは H っ





























































































































































































































；：主流 i ，~ ,fi.1ハVl'JiJlrf c' I性！台小人みれ.i-f, 'i,£ ？｝，；己l土
;,'r i；上：！、！U+i 0') 1nn1家ど；t5'Ur. ,t三百貨をも.., 
マいる，，そしで本；m,・1；士じわにふIf，とた『i1i庄内特
;~: t 、 九日 cv＇） 七モ党 ,IL己、1J・it1t,1どしご点）；「る三
三円て；ic;:, i) J） ごあ Z’Pコ
,2: ,tl・!flf :' > シマ、子 i、
分の企業ぶ指標を達成していなU、のに， 政府♂）,-: I 
1~11 ；上位 i品達成されているとヤう状況が各地でみら
れた土いう。したが，コて 195（）年の決定はそのこ E
を ti~ ；＼心、こ 11k認， jjft]したものである＇：：：いえよう υ
生長1lit~i存の土日は， ｜、，；'r巨uJ積極f守を妓舞し，古
つ浸j号に伐された余力を i宇分；こ発制L上うという
二It:t 1 •1日午以後いわれるよ「v i = (c ・ , I二ιしり こ土む：ハる。 しかし社会主義経済計両とし亡はあ
二 I＇川I{I ,;I 1ID，ト r，持！訂され五二土にIi. ，口、 きじかに本質を逸脱するものであーにと， 法fltとし
二Jノ)J;J;:t},Sfjlli•'J'ft協を宗jj':(i'{J にふドイ） l. てJ1l'U名はこれに上っと失われたというべきであ
パ、丸 J二Jfご中山、 二オlE この；I~：：二u~ ：f:；ム斉，； l 人「）＇しかも、 大l'f<:の熱狂的なムードの故に， fお
1i1} I@,: . ~ iJ，心 i-;r:f、 わき人かにと川作ヰにある 21阪湾は f克実行上の乏しいものになりがちであ r 》
1, ! ）でキ、 七 三）lぴ＇i、J'ilをう末日・n1,q, ,;l・i山！経済 たらい）fi（）年にごの月，I］／（［（士廃止さわしたハ
川沿 1 '"•', ，.νL f,';: It川＇ ）：平＂Ii!;，パ諸，；.；：；丈；こ E
～，7人＊＇; f、 '= l1 / trl.］て（＇）二、円イで h 't・。
？ ？三円1「！と：t・. f,i i1 , .1 ~H11~ ( = , rt＇.／，車、；i'/)？を fh&J
_,/ ,: t －＿己、 fi宇l茂L!cけ）I it、たんなL、，,l-1-oiI 
1也（＇.：「， t1N－そ JIJ1!/"＼れる，J1li1iて，hノ＇.・， ＇.、う
上二 i)：仁‘ fをf;t i'il(1¥ l IJ1, /lj ¥ ',;¥ 1il、 t /:.(t 
・t況！羽,j!f，なfl-1lqでふる J と三んで『 ,1，央点、「，行守
, i、「1dnーミへお乃されるも（/l:t以上のろれの伶目、
十にわれ・；：三1，立を！万H＼される計計百 1でかノL 三れ
をうけどる行司 ii, 1・1rMくにど p ナご J1_i't Y.i' 1依
Jなj) t＇ 「必ずi全1&L tc、（ナj、｛τtr「p!c ＇.、，：H1riI 
どなろ F てごと新／・ 1-;;iコ1訂存、 J-t; A ，ム~~ 1 1!:t. 
：白 J二＇.1in; L 、 JHi;;i：士小っ Ii主f茂そ期待，~h ；：，計 p刊i
1!"; 〆）：「，_ft:, 土門広三 tt符が「！ででにおん：.~At,
~c:",S ;,l,Jじ「：店そ 1でるr
：，丘I長：；（i く 子 J、υ；・ tc11、rf予； tJ、！：；こ－ ）芳＜， ，》
Pふ之、ぅ人 て lti 士，， H111iが l"i主~ /l ,: j／：む；ti二.nL、〈




う l ’，nこLCV、えLt，との時、 物資分配；Jl雨i:t
効力をザし》たo











い人I/＇，りであるとご汚えら jcl二。それ i'kに， fをにな J 》
て物'ti分配機構を再建するにあたマ〉てil, 商業，~
っ てjL ；ザ似たこ止はすでにイ：；・； 1 ；）：弓力作五十川1i!Vl Wも国交にとって i会分反要な仕事であるというこ
において弘行なわれてし、た。 j＂われ， j也iy政府
















ても汁処しらる kうなものではなか J 》た。
このあたりの事情を説明するため忙，次の 2収
をあげるのが有効であろう。































































































































































































































ElliL年 1月の中共－九，1'i・会；土Lf1IT！ν＇）経済政策に l ')(ilil与iス後、国家の商業機f毒がそび）役；件ljを減じ，
jjけ乙決定的な転換点とな－－，た。
の点l立，企業の各種決島定権が党から行政系統の弓三 の一仁柴車：Mbに対する統制がゆるんだこと， および




たら企業長は， この時l土じめてその山由裁量権を 任立にJ芸人ノ l：.頑客との契約を実行するために必要




















































































J井F》lL/: れは「Mcイヒlをめざ I_ /: i, c＇であ
った0 1 九＇＇この段階で日空 それが校：＇：： / L トロ
ー／レを強化しようという意闘を合／υ℃し、たとは思
























































1958°F 4 Jl a 
(I主106) 謬季立「淡々丙本帳J，『計画経済』，1958年
5) j。
（注101) ネド「A；議和掌握私立lえ従仇有［計画按.ltl5'1J )/; 
iJ生lドj規律」，『，ilt'.i経済』， 1958年12月。
(/UOB) 『人民日報』， 1963年 6月'2:7日。
(IU09) ！呉i!lt「加強省際経済協作的組織性和計尚
i' Iヲ If.ii調ちわしir, 1959年 6iJ。





er 12) , t人li日報』， 1%8年121)4 1。
( tl:13) 「人民 H報』， 1958fド9月2911。
( il:14〕 IW'.'f・中［ '.cl EJi鋼鉄公司的移脈経常M車IIJ~J,
[lJfiliイド17号
C 1.15) . ', J（日報』， 1(15'.} f 6 J;I I I , 0 
(iU16) 『人民 1報』， 19601!'-3 Jj :l 10 
( ' 17) ,Ji I i通「.／.HP民＇1：込的組織＂（ 1，停工作j、！「けl函
1i 1ず［＂~』， l'.15'.) ;, 7 号。弘、広＜＇i 「論 ~L ，；，’＇.＇ i 業化1: 'i. ref協
作」，『計画与統占｜』， 1959年 9-9。
(, il18〕 :,;,) 「当前 J,l；不建設工f’i，！＇（ぬ重大，：：Jl'fj J, 
「ilJIUJ, 1959:1今 G号・。
（注119) 海波「有効地提高工業企業労働生産部J,
「引於t』， 196~ ;I' 17号。
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